
 

 

 

 

 

 

 

副校長 髙橋陽子 

 毎日のニュースでは、新型コロナの第８波の話題が必ず出ていますね。今日も先週の同じ曜日を上回ったとか、日本

製の新型コロナの治療薬が緊急承認された、などです。いつまでコロナは続くのかな、マスクのいらない生活はもう二度

と来ないのでは・・・などと不安に思うこともあります。２学期も本校では新型コロナ感染予防対策をとり、できる内容で工

夫をしながら行事などを実行してきました。おかげさまで文化発表会、小中児童生徒交流会、地域ふれあい清掃など

大きな行事は全て実施することができました。生徒の皆さんと先生方で力を合わせ、一つひとつの課題を乗り越えてき

ました。保護者の皆様、地域の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 さて、みなさんは昨夜、よく眠れましたか？ FIFA ワールドカップ カタール大会 日本対ドイツの試合を見て、寝不足

だという方はいませんか？ 皆さんご存知のことと思いますが、日本は優勝候補と言われるドイツに２対１で逆転勝ちし

ました。私はサッカーに詳しくはないのですが、本当にすごいなと感動しました。世界ランキングで日本は２４位、ドイツは

世界１１位、西ドイツ時代も含めると過去４回優勝しているそうです。改めて日本チーム、選手、監督の偉大さを感じま

す。途中出場の堂安律選手と浅野拓磨選手のゴール、もうしびれましたね。森監督の攻めの采配も素晴らしかったで

すよね。試合の時だけの決断や采配ではなく、練習、準備の段階から選手の全てを見つめ、理解し信じていたからでき

た采配だったのでしょう。 

２点目を入れた浅野選手は、４年前は代表に選ばれず言葉にできないような悔しさを感じたそうです。そんな中、

「次の大会、４年後はすぐに来る」と切り替え、専属のトレーナーやシェフを雇って、それまでは全て自己流で行ってきた

トレーニングや食事を見直したそうです。試合後のツイッターで、「この日、この瞬間のためだけに４年半前から準備して

きた。悔しいこともうれしいこともムカつくこともすべてが今日、この瞬間につながっている。応援してくれている方、本当

にありがとうございます。批判してくれている方、感謝はしていないですがそれも今日につながっています。まだまだここ

から頑張ります。感謝。」とつづったそうです。 

今回、ネット上の NHKニュースを参考にさせていただきました。サッカーについてわからない私でも、選手、監督が未

来を見据えて、自分と日本チームの可能性を信じて、最新の技術、知識を駆使して、勝利のためにどれだけの努力を

してきたのだろう、と想像ができます。そして、選手も監督も、もう次の試合に向けて多くのことを語っています。さあ、私

たちも未来をしっかりと見据えて、自分を信じる力、仲間を信じる力をもって生きていきましょう。改めて、サッカー日本

代表チームに「信じる力」、そしてその大切さを教えてもらいました。 
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“ Take it easy ” 
 
PTAよりお知らせ 

★12 月の個人面談期間中に、２階ホールにて標準服・ジャージ等のリサイクル販売を予

定しております。釣銭のないようにご準備をお願い致します。また、リサイクル品のご提

供の方も随時募集しております。大きいサイズ（特に男子）大歓迎!! 

 

★紙ベルマーク、どしどしお寄せください!! ウェブベルマークも引き続き宜しくお願い致

します。 

信じる力 



 

 

 

 

 

☺小中児童生徒交流☺ 

小学６年生の、４月から始まる中学校生活がスムーズに始められるようにと企画され、３年ぶ

りの開催となりました。当日は、生徒会本部役員による学校紹介、３年学級委員による施設案内、

２年生部長を中心とした部活動体験を実施しました。少し背伸びをして、先輩らしく対応をして

いる生徒からは成長を感じられる場面もありました。小学６年生が、中学校に対して少しでも展

望をもってくれていたら嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年学級委員長、境野翔太さんは後日このように語りました。 

 「私たち３年生にとって、最初で最後の小中交流会であった。経験がなく、不安な思いも大き

かったが、委員メンバーをはじめ、たくさんの人の協力があり大成功につなげることができた。

また、きらきらとしたまなざしで校舎を見渡す小学生に、私は４年前の自分を重ねた。中学校の

最高学年として、見失っていた大切な何かに気づかされた。この交流会は、小中学生が関われる

貴重な時間の一つだと思う。これからも、たくさんのあったかい笑顔が、この鴨中で生まれたら

いいなと思う。」 

 

🍂地域ふれあい清掃🍂 

メインは落ち葉でしたが、中にはペットボトルや缶、プラゴミ、たばこの吸い殻などもありまし

た。活動時に「綺麗にしてくれてありがとう」と、地域の方から声をかけてもらえた生徒もいまし

た。普段お世話になっている地域に、少しでも還元できていたら嬉しいです。 

生徒は、とても清々しい表情で活動し、心も地域もキレイになった時間となりました☆ 
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